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支　部　役　員　名　簿

1 999年度

′芳彪滋ぺ1冴とと今透きLZ),i-f画　--　　･･･ 6

情　　事艮

医者にかかる⑩箇条

盲　集　後　記 1 0



『がんばれ難病患者
日本一周激励マラソン』

一歩一歩に熱い思いをこめて

1999年7月25日～1 1月29日

私たちは切実な願いと

● 21世紀への希望をもって走り票す0

1全ての難病の原因の究明と治療方法の開発を-日も早く

2　全ての難病･長期慢性疾患の医療斉を無料に1

3　難病患者･障害者･高齢者が書らせる年金の給付を1

4 /ii的介姓保障制度の確立を1

5　総合的な難病対策の早期確立を1

6　医療被害･薬害の根絶と国家暗(捕) tK制度の確立を1

7　全国都道府県に難病センターの建設を1

東京に全国患者会棺の建設をl

l'.0'川　　　　全国47都道府県庁を訪ねて岸本和雄さんとサ

ポートスタッフが､図の日程でマラソンを実行

されます｡

各地の皆様応援よろしくお願いします｡

主催団体=日本患者･家族団体協議会(J PC)

- I -



7月25日朝8時最北端の碑の前

で､宗谷岬特有Ll)様なぐりのr=fLJJ)【71

(財)北海道難病連やu木,ELt満一･家

族川体(JPC) i催する日本一一周マ

ラソンが横円稚内巾良をはじめ､中

本｣稚内身障肴協会会長､小林(JPC)

'拝顔),･う長など多くU)御束賓J)ほか､

稚内支部から菊女lfu良と投出5才,那

川席して川確式が子Iわれ壬Lた､

ランナー~沢木和雄さんから沈潜衣

明をT/tl､伊藤たておテレクタ-か{)

サホ一一トスタッフ√ノ)糸Ji介J)あと､横

目稚内車良J)汁/lJtノJことばと､多く

i/)).キさんの]!,接をうけて次J).さ))閑地

糠'13'町にrf･目す､ ))強く川碓L吏L/-I

宗谷岬を出発した沢木和雄さんら

この日本　場マラソンは､今rtlで約2 () ())J人と推定される難病Iii.省L7)

各稚救済対策の推進をスローーガンに掲げ､ 4 7都道府yTuますへて,江川≡l L

知事に地域V)皆さんと　一緒に要撃吉を手わたL､そして′dfせたきに激II,)]

u)サインをいただくことにLております,

]川2 6日に東京に薪き､ Iril'I:_削こ難病仏者LJ),実情と対策V)充実を

訴えたあとfヰび札幌に戻ってきゃ行柁6, I 22 kmに及ぶ･J朴ノラソ

ンを終える7,定です｢

マラソンの成功のために､そして全国患者会館建設めざして

募金のお願い
郵便振替　0273O一一3-28384

北海道難病連H本一一偶マラソン募金
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☆　　1　9　9　9　年度

i軍営嚢鼻総会の手技告　　☆

去る6J110H､稚内巾保健福祉センタ-に於いて､ 199州増の運

営委ij.総会が開催されました｡

議刺ま､ 1 9 9的:一度の活動報/ifとして､総会及び役Ll会等の会議が4

回開催されたこと､食道集会･椎h.IJふれあい広場等-の参加と､枝幸町

で昨咋1川に献;捕支部寮!.:l戊入会が開催され､枝†:阿1 ･蔽概則柑( I Lい棚

別町､歌即†の小町が独grLたこと､今咋21日こ椎LJJ巾に於いて､道北地

L大役fi研修会が開催されたことなどが報/ijされtlrき続き1 998年度の

収支決算報告があり､報汽通り承認されましたo

次に1 9 9 9で=空のTTt軌iHLhlLEと収支TJT)'Eが鼓!雀され､脱果過り確認

されましたL,　以後に､投出改選が子｣二われて総会を終｣′しまし'たo

総会で碑掛.J決された､収支決算とT,駅名及び新役目は次の通りですo

財EE法人･北海道難病連稚内支部･決算･予算報告書

(決甘‖ 19脚州IL卜やl州咋訓31【l　絹二日1!)tH)叶仙1L卜や2OOO州31tl )

(収入の部)

竺___　1 1

文部運営補助食

rfl町村　補助金

●
その他の助成金

参加'f堂　収入

市村金　収入

脇ノJ会　還Jt企

募金箱　還}亡金

販ン盲弔実　収入

その他一部業収入

摘　　　　　111'

道難柄迎補助食

追払村　　利lJlrlLVr

稚内rfJ社会祐IIIL協議会

や道集会　研修公

道難蛎迎協ノ)会

通難柄連弟食箱

しめ飾り･花火倣･,1C還}ti金

全道集会協賛JLで[還)亡食

普通預金利息



｢科目 涛吋霾�,ﾒ�99年度予芳 �8駢b�

雑収入 ��ﾃ���� ��

前期繰越金 都�ﾃ3#��140,096 ��

収入合計 涛C�繝途�677,646 ��

(支出の部)

科目98年度決昇99年度瑚 劔摘要 

会議費 �29,29170.000 � 

支部役員会 �#rﾃ鼎��60.000 冩�醜檍ﾏ�,ｩN��ﾂ�

本部役員会 �1,351 ��������本部給金出席費用 

事業費 �736,351 鉄�2ﾃ���� 

コ言 �#s�ﾃ#s��50,000 �&霎h�檍､ｨﾜ9N��

全道集会 �250,000 ��9;偖x檍����N���

機関紙誌費 鼎#�ﾃャR�40,000 賠4ｸ+8*(,ﾘ*ﾙJﾘﾗ2�

研修会 �50,000 �;冉ｹ&霎io�醜ﾊH�8檠N���

レク交流会 澱纉3��30,000 俘y:��zﾈ橙�

活動費 �3rﾃ#Sr�80,000 儘�*)N�4ｨ987�茹�8ｨ飴ｹN��

負担分担金 �10,000 亊hﾅy&9�ﾉZｩ%8ｾ��

ESK負担金 �3,000 ��c8顥u云iDh�)X�%8ｾ��

維持運営費 �36,159 鼎�ﾃ���� 

事務荊耗品費 �"ﾃCcb�3,000 倬ik�w�V��

通信費 交通費 �3"��s2��緜#��33,000 5,000 播���ﾂ�

予備費 次期繰越金 � 鉄2緜Cb� 

140.096 �� 

支出合計 �94一.897 田sr緜Cb� 

一　4　-
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支部役員名簿

役職名

�氏名

�所属部会

�住所

��電話

支郎長

�菊消

�後靭帯部会

事務局長

�横山考

�肝炎部会

幹事

�大塚満寿美

�肝炎部会

11

�銭丸修--

�後靭帯部会

μ

�畠山倫了-

�リウマチ部会

μ

�本聞秀秋

�脊小の会

μ

�山口末子

�脊小の会

会計監査

�志賀実

�後靭帯部会

会計監査

�植進

�腎臓病部会

運営委員

�畠山隆

�後転帯部会

11

�畠山清

�リウマチの会

μ

�足立消栄

�腎臓病部会

ﾀﾀ

�森山恵治

�腎臓病部会

.り

�加藤季ｆ

�腎臓病部会

μ

�石内承子

�橋本病節穴

μ
�栃本･_

�オストー･-ミ部会μ

�久保田作樹

�ⅢＤ部会

μ

�大須賀文子

�バージャー卸会
7/

�池困英ｆ

�無筋力症節会

μ

�福岡肌彰

�後靭帯部会

��目

II

�西館京j'.

�琉本病部会

Ｘ４
へ

八

４ ４
Ｎ

１

１

'Ｔ

ｉ

ゝ

９

？

●

５－

ｊ
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1999年度支部

活動状況と今後の計画

稚内支部の本年度行われました､活動結果の報告と今後の活動予定をお

知らせします｡

◎第5回肝ガン検診を実施しました｡

去る7月18E] (日)午前9時から正午まで､稚内市保健福祉センタ

ーで北海道肝ガン検診団(スタッフ23名､エコー5台)による肝ガ

ン検診が行われました.

当日､ 6 O名U)予約者全員が受診して自分U)健康状態をチiックし

ておりました｡また､ 8月29日午後1時30分から検糾』の医師が

来市してくだされ､肝臓病検診結果の講演と出席者全員の個別相談杏

してTflきましたり

◎横田稚内市長と懇軌をしました｡

7月1 9日午前9時20分から約40分市長応接室で､今年新しく

稚内市長になりました横田耕一市長に､菊支部長はか4名の支部役員

がお会いし､難病患者の実態や活動状況などをお話し､難病連の理解

を深めていただき､また､ 7月25日の日本凋マラソンの宗谷岬に

おける出発式にLH席して頂くことをお願いしましたr､

◎がんばれ難病患者日本-周激励マラソン宗谷岬出発式に参加

しました｡

7月2引1 (U)午前8時宗谷岬で行われました出発式に､多くの

関係者が参加して激励しましたU

-　6　-
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◎ふれあい広場に参加しました｡

9月5日(l｣)開催されました､稚内市社会福祉協議会主催のふれあ

い広場に､菊支部長ほか役員が午前中福祉パー1,-ドに参加しました(､

また､ ′｢後から稚内市体育館において､難病連懸案事項U)国会請願署

名をお願いしました‖

これからの活動予定

◎クリスマスパーティーの開催

ここ2年､都合により行われませんでした稚内支部のクリスマスパ

ーーティ小を､ 1 2月5[】 (t])に(場所検討中)開催する予定ですU

近くになりましたらご案内しますので出席方よろしくお掛､しますく

◎道北地区役員研修会

2.0 0()年3月に､本年度は南宗谷支部が担当で､枝幸町で開催され

ることに決まりました､

三≡=二三三三プ　く=二つ

どク

ー　7
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咋叶7JJに､

惇LI:省が｢l矢満

にかかる10簡条

｣を先太しまし

たo　それの⑨QB)

を厚生でiの了解

を4'.Iて､改"JJ L

I新･P<満にか

かる10箇条｣と

Lて､ C OM L

(コムル)というと

ころが小冊fを

雅子rLまLたo

ノ._はその′ト什け｢

のコピ-です､

杏/F,にLてTlrlけ

れifとJL!ltいね'紋

致します｡

由にか野0貞義
せきr=んしゃ

あなたが"いのちの主人公･からだの責任響"

じゅんぴ

o震えたいことはメモして準備
:1じ

o妄滝の始まりはあいさつから
tzき二/I,

oよりよい韻嵐っくりはあなたにも責任が
リE, 〕れきノようはう

o岩音遠謀と病歴はあなたの諾える尖訪な■情報
L7> T)

㊤これからの見通しを間きまLJう･

∫ r1

oその後の菱化も伝える努力を
かくlI/ー

o大童なことはメモをとって確認

oお海できないときは指度ても東巌

0品にも着遠実なことや限爺がある
;/～/

0号占表岩窟を長めるのはあなたです

coMLは叛　　　　　　　きさえあい繭XL蒜センタ- C｡ML

始を1Fl韓者のH

でとらえようと､ 1990叶9))にT,(,動をスタートした､人駁rfJO)rhlにグルーー

プです｡　患瀦一人ひとりがロバのちのし_人公｣ ｢からだの式は者｣とし

ての｢憎を持ち､上体的に扶娘に参JR]していこうと呼びかけています.

代左満の辻本女f｢氏u､ ｣ヒW.i道断鮒･Jl所機の｢fii薪難｣ 1新盤占鞠J

をftl巧され､ lr1 1998叶三川には､わ-,かないrfJは人･tlL:の講師として米椎､

｢jii古学のススメ｣と題する講浜をされましたo

ー　8
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って何リ

米作から軒まる､介護保険制度の欠Wflを補うためのノj法として､

l卜乗せ･横目･.LlサーヒスLLいうこLLが､ ･7われるよ!,になりま

した｡, ())11HHの読･/L新udに､その解滋が舶載されてい`妄し　た0)で､

ご抑介します｡,
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編　集　後　言己

会員の倖様､その後如何お過ごしでしょうか?

今年の夏は例年に無い暑さの遵税で､闘病生活を

送っていられる皆様には､大変発儀な事だったと

推察致し､心よりお見舞いを申し上げます｡

支部の機関誌Fさいはく｣も､もつとET】く那i

Lなければならなかったのですが､誠に勝T乍ら

夏休みをさせて頂き､少し涼しくなりましたので､

漸く本年度第1号を､お掛ナ致しますo

今回は､編集スタッフも夏パテで､伯稿も間に

合いませんでしたので､取り敢えず､年度初めよ

りの活動の経過報告のみで勘弁して頂きました｡

次号の発行は､米韓l月頃をY,定しておりますo

尚､次号の内容は今までと趣を変えて､会臼各位

よりの投稿を主体に､編集を致したいと.i.i.l.います､

従って倖梯よりの投稿がなければ発行できませ

んので､一人　一筆とんfiやでも縦横ですから(帆

病状経過･現況報/lt;-川柳･随想･要望等々=･)

同封の.原稿用紙に記入の卜､事務局までお送り下

さいますよう､お臓い申し1二げますo

向寒の折柄､お身体には克JJ)御自愛下さい｡

(銭丸　記)

原稿送付先(事務局)

@097-0〔)2ノ1

稚内7TJJ宝来3Tu2-1　横山　jF, JJ

北海道♯病遵稚内支部　事務局
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難病連

摘たちの住んでいる朗の医i ･鵬の紬

朗の活動を日

娼舶者･絹者･純音が

安心して暮らせる社会を日

HSKなんれん｢さいはく｣

編集/脚北海道難病連稚内支部
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